雪害事故防止について

県内では毎年、降雪量の増加に伴い、除雪作業などでの事故が多発します。特に、屋根の雪下ろし作業中に、屋根から転落する事故が後を絶ちません。
こうした事故を防止するため、次の点に注意しましょう。

	１ 屋根からの転落事故防止について


①屋根の雪のゆるみに注意しましょう。
暖かい午後は特に注意し、雪解け水や雪が動く音に注意しましょう。
②安全な服装で行いましょう。
ヘルメットを着用し、底の厚い長靴は避け、動きやすい服装で行いましょう。

③命綱を必ず付けましょう。
命綱には麻ロープなど滑らない材質の物を使い、正しく結び、専用のアンカーを使って家の反対側ノはしらに結ぶなど、状況に応じて工夫しましょう。
④はしごは倒れないようにしっかりと固定しましょう。
はしごは、足場を固定し安全な角度で立て掛けましょう。はしごを上る時は、道具を持たないなど安全な方法を心掛けましょう。
⑤雪下ろしは、複数で行いましょう。
作業は一人で行わず、事故に備えて２人以上で行いましょう。やむを得ず１人で作業するときは、家族と隣近所に声を掛けましょう。
⑥無理な作業はやめましょう。
雪下ろし作業は重労働です。準備運動、十分な休憩を取るなど、体調にも気をつけ、体調の悪いときは無理せず作業を止めましょう。
	２ 除雪機を使用する際の注意


①機械に巻き込まれやすい服装での作業は止めましょう。
②ローター部分に詰まった雪は、エンジンを止めてから取り除きましょう。周囲の人に注意しながら作業しましょう。
	３ その他の注意事項


①軒下を歩く時は、つららや屋根からの落雪に注意しましょう。
②道路に雪を捨てず指定された場所に捨てましょう。
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軒先１ｍ手前から先へ行くことができないように確保ロープを設定する。





１ｍ





梯子を三角屋根の頂点に架けると倒れにくい。


下部接地部分が安定するように注意する。





一人で行わず、補助員をつける。





屋根が見えるくらいまでかかずに、約１５ｃｍ残して雪をかく。





立ち木等丈夫な支点を見つけ、確保ロープを結着する。





用具は、携行せずにロープで吊上げる。








